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問10.市職員の対応　（n=405）

「問10」で「やや不満」～「不満」と答えた方へ、対応で改善してほしい個所（n=131）

 ※該当する回答、全て選択

　１　市民サービスについて

回答内容 回答人数 割合

満足 45人 11.1%

やや不満 52人 12.8%

不満 20人 4.9%

ほぼ満足 104人 25.7%

ふつう 156人 38.5%

405人 100%

回答内容 回答人数 割合

わからない 19人 4.7%

無回答 9人 2.2%

みだしなみ 3人 2%

あいさつ 10人 8%

接客態度 38人 29%

言葉づかい 11人 8%

待ち時間・スピード感 21人 16%

説明能力 27人 21%

その他 20人 15%

131人 100%

【職員の資質】
・どこの誰だかもわからず、偉そうで親しみがわかない。
・上目線。
・1、2人の職員の不対応が全体的に見られてしまうので、真面目に対応されている職員の方々がかわいそう。
・対応能力がない。

【窓口対応】
・高齢者に対して詳しくわかりやすく説明してほしい。
・問い合わせに鼻で笑われ、気分が悪かった。良い職員の方が多いのに残念に思う。
・マイナンバーカードの番号を声に出して言われた。
・とある制度について利用できる対象なのに対象ではないと言われた。もう少し勉強してほしい。
・一部職員の対応の改善。他は満足している。
・ほぼ対応が良いと思うが、一部で職員の考えを押し付け、市役所に行かないと対応できないことがあった（ホーム
　ページでは郵便でも対応できるとあった）。
・困っているというのに、決まりだからとなかなか相談にのってくれない。
・愛想よくお願いしたい。
・窓口担当課に行っても、直ぐに立って来て対応せず、無視された。
・窓口に行っても職員同士で顔を見合わせて中々出てこない。
・職員のデスクと我々が必要な物（証明書等）を必要とするデスクが近すぎる。もう少し職員さんのデスクと対応す
　るデスクに間があった方が良い。
・職員の休憩をシフト制にするなどしてお昼でも必ず窓口に対応する職員を配置してほしい。

【その他】
・体制のありかた。
・地域住民の声を聞いてほしい（形式だけじゃなく）。
・船引町のシンボルお人形様を世界にも通じる物にできる人を！
　船引町を世界に知ってもらうようにできる人、福島県で知ってもらうのではなく「船引町」で知ってもらうように
　できる人の育てに・・・！いろいろな面で給料も（時給）安い。

無回答 1人 1%

満足
11.1%

ほぼ満足
25.7%

ふつう
38.5%

やや不満
12.8%

不満
4.9%

わからない
4.7%

無回答
2.2%

8%

2%

8%

29%

21%

16%

15%

1%

あいさつ

みだしなみ

言葉づかい

接客態度

説明能力

待ち時間・スピード感

その他

無回答
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問11.新型コロナウイルス感染症による生活への影響、困りごと　（n=662）

※該当する回答、全て選択

問12.今後、市に求める新型コロナウイルス感染症支援制度（自由記載）　※掲載なし

　２　新型コロナウイルス感染症について

回答内容 回答人数 割合

失業した等 15人 2%

収入が減少した 86人 13%

健康の不安 209人 32%

オンライン環境がない 56人 8%

交流機会の減少 197人 30%

子育て・教育の不安 66人 10%

その他 17人 3%

662人 100%

・テレビや新聞では公表している、新規感染者数を防災無線で公表してほしい。
・田村は広いので、感染者の居住地域をおおまかでも知りたい。
・子どもの交流など。
・体験活動の制限や部活動、スポ少の大会などが中止になった。
・感染症の不安もあり、子どもを外出させる機会がなくなった。
・外出がしにくくなった。
・子育て世代への手厚い支援。
・出かける機会が減り、団体活動も減り、組織維持ができない。
・地域での集まりができない。
・会話が少ない。大きい声で楽しく過ごせない。日常が暗くなった。
・不織布マスクや消毒関係用品を無料で配布してほしい(定期的に)。いつまで続くのか分からない状況で生活必需品
　でもあるので、家計に影響している。水道代にしても、手洗いや洗濯など、コロナ前よりは使用量が増えているか
　ら、もう少し市民への負担を軽減してほしい。
・物価の上昇。
・郡山までいかないと病院がないため大きな病院があればよい。
・感染した場合の対応への不安(どうしたら良いか、対応できるか、支援してもらえるか）。
・ワクチン接種の早い対応。
・マスクをしていない方が多い。
・年齢の所為もあるが、田村市外には出なかった。早く収束されるようお願いする。

無回答 16人 2%

13%

2%

8%

32%

10%

30%

3%

2%

収入が減少した

失業した等

オンライン環境がない

健康の不安

子育て・教育の不安

交流機会の減少

その他

無回答
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問13.どのような情報提供や利用促進の取り組みがあればよいか　（n=847）

※該当する回答、3つまで選択

問14.継続的な運行のための対策　（n=405）

　３　公共交通について

回答内容 回答人数 割合

チラシ・ポスター 139人 16.4%

乗り方教室 61人 7.2%

市政だより 232人 27.4%

市ホームページ 82人 9.7%

市公式SNS 50人 5.9%

その他 24人 2.8%

割引券や定期券 202人 23.8%

口コミ 39人 4.6%

回答内容 回答人数 割合

運賃の引き上げ 99人 24%

無回答 18人 2.1%

847人 100.0%

・回数券（1回分サービスのような）利用券が10回分たまったらベニマルとかパークとかで100円割引とか。
・老人家庭や車のない家庭には差別せず、みんなに割引券などを提供してほしい。
・個人単位で自由に使いたい。他の人と一緒で自由が効かない。
・待っているのが大変なので玄関先まで来てほしい。
・利用できる年齢・地区が限定されすぎている。
・路線バスが通っていない地域に住んでいるが、路線バスが通る環境にすれば利用する（できる）と思う。
・今はまだ利用していないが、申込みが楽な方法。
・いつでも、どこでも乗り方がわからなくても乗ることができる。
・乗り降り場を決め時間を明記した立て札を立てる。
・路線バスの本数が増えればよい。
・午前1回午後1回位定期的にバスの運行。
・はじめは行政負担増えても定期コースを運行しては。
・そもそも本数が少ないため利用できないし、しにくい。
・市民の交通難民調査と停留所および時間希望調査が必要（ニーズとサービスの考え方）。
・運賃を安くする。
・まず、時刻表を作って各家族に配ることからだと思う。
・どのルートで通っているのか、バス停はどこにあるのか、地図上に表されているとよい。
・何分前に電話すればよいか、どこで待てばよいか、何分前にそこに行けばよいか等詳しく知りたい。
・どこを通っているか分からない。
・そもそもバス案内所はあるのか？どこをどう通っているのか何時なのか全てがわからない。
・利用者は高齢者が多いと思うが、広報や情報提供してもよく見ない、知ろうとしない方が多いので、その都度対応
　するしかない。
・利用して欲しいお年寄りに聞いた方がよい。
・路線バスがない。タクシー会社の電話番号が分からない。
・自分の車ででかけるので利用していない。
・今のところ、必要性を感じない。

無回答 77人 19%

405人 100%

運賃は維持し、行政の負担を増やす 66人 16%

運賃を安くする 163人 40%

運賃の引き上げ 24%

運賃は維持し、行

政の負担を増やす

16%

運賃を安くする

40%

無回答

19%

27.4%

9.7%

16.4%

7.2%

23.8%

4.6%

5.9%

2.8%

2.1%

市政だより

市ホームページ

チラシ・ポスター

乗り方教室

割引券や定期券

口コミ

市公式SNS

その他

無回答
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問15.ごみの10種16分別を知っているか　（n=405）

問16.ごみの分別方法の確認　（n=542）

※該当する回答、すべて選択

　４　ごみ処理全般について

回答内容 回答人数 割合

あまりわからない 53人 13.1%

全くわからない 10人 2.5%

すべてわかる 78人 19.3%

だいたいわかる 247人 61.0%

無回答 17人 4.2%

405人 100.0%

回答内容 回答人数 割合

「保存版」家庭ごみの分け方・出し方を見る 329人 61%

市ホームページを見る 53人 10%

市公式SNSを見る 17人 3%

福島県環境アプリを見る 4人 1%

家族や知人に聞く 78人 14%

無回答 9人 2%

542人 100%

・ごみ収集カレンダーで確認する。
・東部環境センターに直接電話している。
・直接持って行って聞く。
・ごみを集めに来る時間がわかるので、集めに来てくれる人に直接聞く。
・1度で覚えられないため、ホームページ、LINEをその都度見るのが大変。
・インターネットなどが無いのでホームページ、LINEなど見られない。
・家族が確認している。
・店舗に袋が不足の場合が多い（種類によって）。
・細かく分別するのが面倒くさい。
・家庭ごみの出し方、分け方は表にてわかりますが、特に金物、大きい不用品等の分別方法が難しい。
・燃えるごみ以外は田村市に出してない。
・ぜんぜんわからない。今のところテキトー。

市役所に聞く 23人 4%

その他 29人 5%

すべてわかる

19.3%

だいたいわかる

61.0%

あまりわからない

13.1%

全くわからない

2.5%

無回答

4.2%

61%

10%

3%

1%

14%

4%

5%

2%

「保存版」家庭ごみの分け方・出し

方を見る

市ホームページを見る

市公式SNSを見る

福島県環境アプリを見る

家族や知人に聞く

市役所に聞く

その他

無回答
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問17.ごみの分別に関して特に困っていることは何か　（n=405）

分別する種類が多い 95人 23%

分別方法がわからない 27人 7%

回答内容 回答人数 割合

特になし 156人 39%

分別をすることでどのような効果が あるのかわからない 18人 4%

その他 32人 8%

指定ごみ袋を購入するのが手間 30人 7%

指定ごみ袋に名前を書きたくない 36人 9%

無回答 11人 3%

405人 100%

・生ごみの処理。
・プラスチック類はその後どのようにするのか？燃やせるごみとして出す人がいる。
・できるだけプラスチックはプラスチックごみに出したいが、油汚れなどどこまで洗って出せばよいか判断に困る時
　がある。
・びんの分別が厳し過ぎる。アパートで住んでいる人に厳しい。月1回、3種類に分けるほど出ない。3、4ヶ月部屋に
　置けない。
・びん類の分別が多すぎる。
・茶色びん、その他のびんになぜ分けなければならないのか。
・びんの分別は手間なうえ、袋が大きすぎてもったいない感がある。
・分別が多すぎると思う。もっと簡素化に。
・鏡がついている物やびんなど、化粧品系の分別が面倒。
・粗大ごみはどこまでがごみに出せるか分からない時がある。
・粗大ごみの処理に困っている。
・電化製品を出すタイミングが分からない。
・一人で住んでいる高齢者は分別するのが大変、自分も段々そうなっていくので心配でもあるし、あまりにも分別が
　多すぎてわからなくなる。
・分別区分表の一覧表へ品目をもっと詳細に増やしてほしい。
・びんや缶類はなかなか集まらず、指定のごみ袋にしばらく入れたまま家に置くようになってしまう。もう少し小さ
　めの袋があるとよい。
・燃やせないごみ袋が小さいので、45リットルの袋にしてほしい。
・欲しい大きさの袋がない。危険ごみの小さいサイズがほしい。
・袋が少し小さい（45リットルのごみ箱に合うようにしてほしい）。
・ごみ袋の色(特に瓶の袋の色)。
・ごみ袋が破けやすい。
・名前を書く地域と書かない地域があるのはなぜか。
・ごみ袋に名前を書くのは、情報流出などのこのご時世に合っていない。
・名前を書いていない袋が多い。書かなくとも回収されているなら書きたくない。
・間違った分別をして出している人に限り名前が書いてないので名前を書くようにしてもらいたい。
・指定のごみ袋に名前を付けてほしい。
・大きいごみを集めに来てくれるとよい。
・ペットボトルを毎週回収してほしい。
・回収日をもう少し統一すると便利。
・第1.2.3.4水曜日の収集を2週に1回にする。
・保存版の出し方に載っていないごみが少し家庭に溜まってる。
・車で運ぶため、重いとき困る。

39%

23%

7%

7%

9%

4%

8%

3%

特になし

分別する種類が多い

分別方法がわからない

指定ごみ袋を購入するのが手間

指定ごみ袋に名前を書きたくない

分別をすることでどのような効果が

あるのかわからない

その他

無回答
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問18.ごみの収集に関して特に困っていることは何か　（n=405）

※「収集頻度が少ない」と答えた方へ、その種類をお答えください。

収集頻度が少ない 44人 11%

収集所に違反ごみが放置されている 71人 18%

回答内容 回答人数 割合

特になし 204人 50%

指定の収集日前にごみが置かれている 18人 4%

その他 19人 5%

自宅から収集所まで置きに行くのが大変 28人 7%

405人 100%

無回答 21人 5%

・燃やせないごみ
・缶
・ペットボトル
・びん
・紙類
・危険ごみ
・粗大ごみ
・燃やせるごみ以外すべて
・木曜日の収集品目

・びんの色の分け方。
・粗大ごみの出し方。
・遠方にいるため、帰省し片づけ時に出るごみ。
・細か過ぎてめんどくさいしうるさい。
・分別方法がたくさんあって余計分かりづらい。
・指定ごみ袋の値段が高い。
・父が所有する土地にごみを置いていく人達がいて、とても困っている。
・現在は困ることがないが、高齢者はごみ出しが大変ではないか。自分が高齢なったら、すべてが困るかもしれな
　い。
・地域以外の人がごみを置く。
・収集所が小さい。
・放置されているごみ（回収されない）は誰が処理するのか？言うべきなのか？近所付き合いもあるので直接は言え
　ない。
・誰が捨てたかわからないものがごみ収集所にある。部落で分別して出してるがきりがない。
・収集日ではないごみを出す人がいる。監視カメラ等あれば違反が減るのでは。
・名前を記入しないで出す人がいる。
・8時30分までだと早すぎて大変。
・早く出すとカラスにつつかれる。
・ガスコンロ用ガス管を穴をあけ混入してあると違反ごみとなってる。穴あけライター1個で1袋使用か。

50%

11%

18%

4%

7%

5%

5%

特になし

収集頻度が少ない

収集所に違反ごみが放置されてい

る

指定の収集日前にごみが置かれて

いる

自宅から収集所まで置きに行くの

が大変

その他

無回答
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問19.今後必要な市の取り組みはなにか　（n=405）

※拠点回収とは・・・

リサイクルを目的として、公共施設等に

回収ボックスを設置して資源ごみを回収する方法

問20.ごみ処理全般（分別や収集方法等）について（自由記載）　※掲載なし　

※拠点回収の実施 65人 16%

収集体制の見直し 10人 2%

回答内容 回答人数 割合

リサイクルの取り組みの強化 57人 14%

広報の充実 19人 5%

指定ごみ袋の見直し 43人 11%

粗大ごみの個別回収 61人 15%

不法投棄ごみ対策の強化 75人 19%

ごみの持ち出し支援 33人 8%

ごみ処理経費の削減 11人 3%

その他 11人 3%

無回答 20人 5%

405人 100%

・分別が細かすぎる。
・高齢者でも分別できる保存版を作成してほしい。
・分別を簡単（わかりやすく）してほしい。プラスチックなのに「燃やせるごみで出してください」とか紛らわし
　い。
・びんの指定ごみ袋の色がわかりにくい。全部透明の色袋がよい。
・資源ごみの袋の無料化。
・ごみ袋に名前を書かない人がいるため、誰のごみかわからない。注意の仕様がない。
・粗大ごみを持ち運びから回収できるようにしてほしい。
・道路にごみのポイ捨てが多い。
・リサイクルを行うと良い点を市民にわかりやすく広報してほしい。
・現状を維持すること。
・ごみ捨てルールがめんどくさすぎるからルールを守らない人が出てくる。
・捨てる側が、これは分かりやすいという方法。

14%

16%

2%

11%

15%

5%

19%

8%

3%

3%

5%

リサイクルの取り組みの強化

※拠点回収の実施

収集体制の見直し

指定ごみ袋の見直し

粗大ごみの個別回収

広報の充実

不法投棄ごみ対策の強化

ごみの持ち出し支援

ごみ処理経費の削減

その他

無回答
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　５　こおりやま広域連携中枢都市圏について

問21.田村市が「こおりやま広域連携中枢都市圏」に加入していることを知っているか（n=405）

問21-①.今後の広域圏の活動で充実を望む取り組みは何か　（n=80）　※「知っている」と回答した方のみ

知っている 80人 19.8%

知らない 286人 70.6%

回答内容 回答人数 割合

割合

経済の成長 14人 18%

公共交通網の整備 9人 11%

無回答 39人 9.6%

405人 100.0%

回答内容 回答人数

地域振興 10人 13%

災害対策 3人 4%

地域医療・福祉・子育ての充実 21人 26%

教育・文化・スポーツの振興 1人 1%

生産者・消費者連携による地産地消 6人 8%

圏域内外の住民との交流・移住促進 2人 3%

環境対策 1人 1%

社会インフラの整備 6人 8%

無回答 7人 9%

80人 100%

知っている

19.8%

知らない

70.6%

無回答

9.6%

18%

11%

26%

1%

13%

4%

1%

8%

8%

3%

9%

経済の成長

公共交通網の整備

地域医療・福祉・子育ての充実

教育・文化・スポーツの振興

地域振興

災害対策

環境対策

社会インフラの整備

生産者・消費者連携による地産地消

圏域内外の住民との交流・移住促進

無回答
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問22.SDGsを知っているか　（n=405）

問23.SDGsの17の目標のうち、特に大切に感じる目標はなにか　（n=405）

　６　SDGsについて

知らなかった 91人 22%

内容は知らないが聞いたことはある 200人 49%

回答内容 回答人数 割合

405人 100%

理念や17の目標を知っている 78人 19%

無回答 36人 9%

飢餓をゼロに 21人 5%

すべての人に保健と福祉を 36人 9%

回答内容 回答人数 割合

貧困をなくそう 45人 11%

安全な水とトイレを世界中に 18人 4%

質の高い教育をみんなに 11人 3%

ジェンダー平等を実現しよう 6人 1%

人や国の不平等をなくそう 16人 4%

エネルギーをみんなに、そしてクリーンに 8人 2%

働きがいも経済成長も 10人 2%

住み続けられるまちづくりを 104人 26%

つくる責任つかう責任 10人 2%

産業と技術革新の基盤をつくろう 8人 2%

陸の豊かさも守ろう 2人 0%

平和と公正をすべての人に 49人 12%

気候変動に具体的な対策を 25人 6%

海の豊かさを守ろう 1人 0%

405人 (100.0%)

パートナーシップで目標を達成しよう 2人 0%

無回答 33人 8%

知らなかった

22%

内容は知らないが

聞いたことはある

49%

理念や17の目標

を知っている

19%

無回答

9%

11%

5%

9%

3%

1%

4%

2%

2%

2%

4%

26%

2%

6%

0%

0%

12%

0%

8%

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

すべての人に保健と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等を実現しよう

安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなに、そしてクリーンに

働きがいも経済成長も

産業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを

つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさも守ろう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで目標を達成しよう

無回答
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問24.日常生活でSDGsを意識して行動しているか、または行動したいか　（n=405）

問25.SDGsの理解を深めるために必要な取り組みはなにか　（n=405）

問26.SDGsに関する意見（自由記載）　※掲載なし　

人 44000.0%

回答内容 回答人数

よく知らなかったが、結果的 に同じ考え方で行動している 103人 25%

特に意識して行動していない 104人 26%

割合

意識して行動している 26人 6%

何かのきっかけで意識して 行動することがある 112人 28%

無回答 60人 15%

405人 100%

回答内容 回答人数 割合

わかりやすいセミナー 157人 39%

市民参加型のイベント 128人 32%

その他 17人 4%

専門的なセミナー 13人 3%

ワークショップ 25人 6%

無回答 65人 16%

405人 100%

・SDGsについてわかりやすく説明したパンフレットの作成。
・少子高齢化で田村市の人口は減り続けていく。そういった予測は出ているかと思うので、人口が減っても、どう
　やったら将来も住み続けられるか、見通しをホームページなどでわかりやすく示してほしい。
・市のホームページで…市民がホームページを活用できるように。月1回の広報紙よりデジタル化が必要な時節。
　市のホームページ、見やすい、見たいの改革が必要。
・市政だよりなど。
・教えられるものではないが、子どもになら学校等で議題にするとよいと思う。
・学校教育。
・スマホでポイントが付くイベントを企画する。
・SNSなどの活用。
・簡単で良いので知る機会を作る。
・小さいことから。レジ袋は使わない等。
・ごみ拾い等、身近なところからでもよいと思う。
・出来ることを少しずつでも進めていく活動。
・各家(個人)の生活水準が平等になるように。
・自分のできる事で協力したい。
・目標が多すぎる。
・もし本当に必要なら、すでに広める・深める取り組みをしているのではないか。
・無理無駄、長続きしない。決定出来ない。
・よくわからない。

39%

3%

6%

32%

4%

16%

わかりやすいセミナー

専門的なセミナー

ワークショップ

市民参加型のイベント

その他

無回答

6%

28%

25%

26%

15%

意識して行動している

何かのきっかけで意識して

行動することがある

よく知らなかったが、結果的

に同じ考え方で行動している

特に意識して行動していない

無回答
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問27.各種支払いで電子決済を利用したことがありますか　（n=405）

問28.市税等の支払いで電子決済を利用したいか　（n=405）

問28-①.問28で「利用したくない」と答えた方へ、その理由をお答えください　（n=399）

※該当する回答、すべて選択

　７　電子決済・各種手続きの電子化について

回答内容 回答人数 割合

利用したことがある 133人 33%

405人 100%

回答内容 回答人数 割合

利用したいまたは利用している 90人 22%

利用したことがない 237人 59%

無回答 35人 9%

405人 100%

回答内容 回答人数 割合

電子決済のやり方がわからない 136人 34%

利用したくない 264人 65%

無回答 51人 13%

領収証書が発行されない 44人 11%

その他 26人 7%

電子決済の操作が面倒 74人 19%

安全性の面で不安がある 116人 29%

無回答 3人 1%

399人 100%

・電子決済は好きではない。
・現在口座引落を利用しているため。
・スマートフォンを持っていない。
・デジタル機器を使用できない。
・個人情報は確保されるのか。
・年寄りなので、面倒だから。
・老人には難しい。
・アプリが少ない。
・既に他の電子決済を利用している。これ以上増やしたくない。
・対応のアプリを入れてないのでｄ払いもできるようにしてほしい。ｄ払いがあれば利用する。
・現金支払いをしているわけではないので、必要感がない。
・現金で支払うのが一番だと思っている。
・自分の名前で税金を払っていない。
・社会が電子決済の方向に進んでいるのはわかるが、本当にそれでいいのかと思ってしまう自分もいる。哲学的なこ
　とだが。
・そもそも何をそんなに急いで手を抜く必要があるのかが解らない。
・別に現在のままで十分なので必要ない。

利用したことがあ

る…

利用したことがない

59%

無回答

9%

利用したいまたは

利用している

22%

利用したくない

65%

無回答

13%

34%

19%

29%

11%

7%

1%

電子決済のやり方がわからない

電子決済の操作が面倒

安全性の面で不安がある

領収証書が発行されない

その他

無回答
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問29.各種行政手続きにおいて、今後電子化を望むもの　（n=680）

※該当する回答、すべて選択

回答内容 回答人数 割合

各種証明書の発行 182人 27%

公共施設等の利用申込み 101人 15%

会議・講習会等の参加申込み 54人 8%

各種申請・届出 149人 22%

市税以外の手数料・利用料のキャッシュレス化 69人 10%

無回答 40人 6%

680人 100%

・議会傍聴。
・図書館の予約（フルサービスオンライン化）
　今は貸し出し中のものしかネット上で予約できない。それ以外の本は電話して予約するのだが、司書の方も忙しそ
　うだし、繋がりにくいこともある。何より手間なので、予約は全てネット上で出来るようにしてほしい（司書の方
　は皆親切ですばらしい、あくまでシステムの話）。
・ナナコカードによる支払（プリペイドカード）。
・地区別に高齢者に説明会を開いてほしい。
・電子化を望まない。
・スマホなど持っていないので、すべて電子化にしないでほしい。
・ない物は使えない。
・今はスマートフォン、パソコンを操作できるが、年齢を増すごとに操作が維持できるか不安がある。
・若い人は何でもできるが、年を取ると何もできない。
・老人の事も考えてもらいたい。
・年長者は電子化は厳しい点はあるが理解出来れば進めるべきである。
・コロナ禍であるからなんとも言えないが全部電子化する必要もないと思う。電子化が好きな人と嫌いな人で別れる
　から。
・不満になるほど利用回数がない。
・電子化についてそもそもよくわからない。
・その前にホームぺージを改善してほしい。知りたい情報が調べても出てこない、情報が古い、スマホタブレットで
　見づらい(今はパソコンよりもスマホ見る人が多いかと）等色々不便で見たい思えない。そもそもホームページを
　見ようと思う世代が多くないと思うので、改善されるのは遠い未来かと思いますが。
・マイナンバーで差別せず自由に誰でも受けられるのがフェアだ。

問い合わせ自動応答サービス 61人 9%

その他 24人 4%

182人

149人

69人

101人

54人

61人

24人

40人

各種証明書の発行

各種申請・届出

市税以外の手数料・利用料の

キャッシュレス化

公共施設等の利用申込み

会議・講習会等の参加申込み

問い合わせ自動応答サービス

その他

無回答
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　８　広報紙「たむら市政だより」について

問30.田村市政だよりを読んでいるか　（n=405）

問30-①.どのような方法で読んでいるか　（n=348）　※「毎月、必ず読む」「必要に応じて読む」と答えた方のみ

※該当する回答、すべて選択

問31.インターネットの普及が進むなか、冊子の「たむら市政だより」の必要性についてどう思うか　（n=405）

人 ##

必要に応じて読む 111人 27%

ほとんど読まない 43人 11%

回答内容 回答人数 割合

毎月、必ず読む 206人 51%

405人 100%

回答内容 回答人数 割合

自宅に届く市政だよりを読んでいる 289人 83%

読まない 24人 6%

無回答 21人 5%

スマートフォンアプリで閲覧している 9人 3%

無回答 4人 1%

公共施設等で入手した市政だよりを読んでいる 18人 5%

市ホームページから閲覧している 28人 8%

公共施設等に置いてほしい人が入手できればよい 48人 12%

インターネットが利用できない家庭にだけ配布すればよい 37人 9%

348人 100%

回答内容 回答人数 割合

インターネットから情報を入手できれば冊子は必要ない 31人 8%

無回答 38人 9%

405人 100%

・欲しい人の申し込みで配布すればよいのでは。
・希望世帯、高齢者世帯に配布する。
・独り住まいも多くなる→窓口対応よりインターネットに重きを→予算を大幅に変えればできる。
・市民がどれだけインターネットからすべての情報を入手しているかによる。
・情報誌なのか広報紙なのか考えればよいのでは。少なくとも記事をスマートフォンでは読みたくない。
・紙面の刷新が必要。
・あまり利用していないのでどっちでも良い。自分の生きがいは、自分で考えるようにしている。
・特に必要がない。

今まで通り各家庭に配布すべきである 242人 60%

その他 9人 2%

毎月、必ず読む

51%
必要に応じて読む

27%

ほとんど読まない

11%

読まない 6%

無回答

5%

83%

5%

8%

3%

1%

自宅に届く市政だよりを読んでいる

公共施設等で入手した市政だより

を読んでいる

市ホームページから閲覧している

スマートフォンアプリで閲覧している

無回答

8%

12%

9%

60%

2%

9%

インターネットから情報を入手で

きれば冊子は必要ない

公共施設等に置いてほしい人が

入手できればよい

インターネットが利用できない家

庭にだけ配布すればよい

今まで通り各家庭に配布すべき

である

その他

無回答
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　９　その他

問32.生活の中での困りごと（自由記載）　※掲載なし

問33.市政運営についての意見・要望（自由記載）　※掲載なし
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